
石棺とは…
遺骸を収める棺を石材で
作ったもので、日本独自で
発展したもの！

石棺のランク！？
なんと石棺には身分によっ
て違う形である可能性が⁉
しかし造られた年代が違うの
で一概にランク付けすること
ができません…

【家形石棺】
石蓋（いしぶた）が屋根型で、
身は刳抜（くりぬき）式または
組合式の箱状の石棺で、6世

紀頃に現れました。

【長持形石棺】
底面の石と側面の石と蓋
石の6枚を組み合わせて
造られ、5世紀頃現れまし
た。大王の棺、王者の棺と

いわれています！
下の写真の石棺がある古
墳は5世紀前半に造られ、
尾崎先生が1963（昭和
38）年に発掘調査をされ

ました！

【舟形石棺】
蓋、身ともに刳抜（くりぬき）
式で、4世紀後半頃に現れ、
形が和船に似ています。

舟形について詳しくは
次のページへGO!!!
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